
 ９月のスペシャル展示コーナーのテーマは「アンデルセン特集」です。 

ハンス・クリスチャン・アンデルセンはデンマークの童話作家です。代表的な作品は、日本人にも身近なもの

で「マッチ売りの少女」「みにくいアヒルの子」「人魚姫」「はだかの王様」などがあります。今年は没後１５０年

にあたることから特集を企画しました。小さな子どもさんから大人まで楽しめるアンデルセン童話を読んでみま

せんか？皆様のご来館をお待ちしております。 

編集・発行：鏡石町図書館 第３２３号  

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「みんなの造形教室」を開催します！ 

・講師：絵本造形作家 菊地 清先生 

・日時：１０月4日（土）午後１時３０分～ 

・場所：図書館１階 レファレンス室／・定員１０名（参加費無料） 

・持参するもの：ハサミ、カッターナイフ、ボンド 

 

※小学校低学年までのお子さんは、刃物を使いますので、 

大人の方と一緒にお申し込みください。 

※感染症拡大防止に十分配慮して開催いたします。 

また、状況により中止になることもございますのでご了承ください。 

 〒９６９－０４０４    鏡石町図書館   

福島県岩瀬郡鏡石町旭町４４０番地６ 

℡０２４８－６２－１２８８ 

◎「ふるさとの川をめざすサケの旅」 平井 佑之介：写真・文／文一総合出版 

 

季節は秋、約４年かけて１０,０００キロメートル以上も海を旅した後、生まれた川に戻

ってきたサケの群れがいます。メスは産卵場所を探して、川底の砂利や石を尾びれでどかそ

うとするので、体はもう傷だらけになっています。１匹のメスが産む卵は３,０００個。そ

のうち川に帰ってくるのは、わずか１５匹ほどと言われているそうです。 

ふるさとの川に帰ってきたサケを追って撮影した写真絵本です。 

◎「８０歳からでも若返るすごい脳活おりがみ」  

伊達 博充：著／西 剛志：監修  株式会社あさ出版 

 

８６歳の現役建築士が創作おりがみで生き生きと日常を楽しむ方法を、脳科学者の西先生

と語り合う本です。手作業をすることで、脳の前頭前野を含む広い部分が活性化するそうで

す。なぜ折り紙が、脳の活性化や認知機能のトレーニングになるのかをわかりやすく説明し、

楽しみながら作れる折り紙の折り方も掲載されています。 

 

こちらの作品を作ります！ 

立体カード 

「宮沢賢治のなめとこやまのくま」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土

2025 1 2 3 4 5 6

9月 7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

1 2 3 4

10月 5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

　　　　は、行事のある日です。

は休館日

は館内整理日による休館

９月の児童室前の絵本展示のテーマは敬老の日

にちなみ「おじいちゃん、おばあちゃん」です。 

まめうしくんシリーズのおじいちゃんが登場す

る絵本をご紹介します。昔は体が大きかったおじい

ちゃんでしたが、年をとって子どもの頃のように小

さくなりました。まめじいちゃんは、まめうしくん

に、体が小さくないとできない遊びをいろいろ教え

てくれて…絵本「まめうしとまめじい」。 

親子で展示コーナーをご覧ください。 

◎図書館に入荷している主な新刊をご案内いたし

ます。 

◎図書館の蔵書は、町ホームページの図書館ページ

から検索することができます。（インターネットで

の予約はできません。） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【一般書・実用書】 

 

・「無料で楽しめる!東京周辺大人のミュージアム」

昭文社 

 

・「道の駅完全ガイドブック 2025-26」 

コスミック出版 

 

・「いつも好印象な人がしている言葉の選び方」 

松 はるな：著／あさ出版 

 

・「介護・老後で困る前に読む本」吉田 肇：著 

NHK出版 

 

・「防災リュックはじめてBOOK」高荷 智也：著 

徳間書店 

 

・「夏の不調を整える。」宝島社 

 

・「ずっと使えるアロマテラピー新事典」 

木田 順子：著／高橋書店 

 

・「やみつきしみしみ野菜」沼津 りえ：著 

ナツメ社 

 

 

【小 説】 

 

・「踊れ、愛より痛いほうへ」向坂 くじら：著 

河出書房新社 

 

・「Nの逸脱」夏木 志朋：著／ポプラ社 

 

・「ふたり旅日和」秋川 滝美：著／KADOKAWA 

 

・「谷根千ミステリ散歩」東川 篤哉：著 

KADOKAWA 

 

・「災疫の季節」中山 七里：著／角川春樹事務所 

 

・「給水塔から見た虹は」窪 美澄：著／集英社 

 

 

※このほかにも、たくさんの新刊が入荷しておりま

す。詳しくは毎月発行の新刊図書案内をご覧くださ

い。 

 

９月の丸テーブルの展示テーマは「アルツハイ

マー・認知症」です。 

1994年「国際アルツハイマー病協会」（ADI）

は、世界保健機関（WHO）と共同で毎年9月21

日を「世界アルツハイマーデー」と制定し、この

日を中心に認知症の啓蒙を実施しています。また、

９月を「世界アルツハイマー月間」と定め、様々

な取り組みを行っています。（厚生労働省HPより

引用。）町図書館では、福祉こども課と連携し、関

連図書を展示いたします。 

 


